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概要

ガソリンスタンドの可燃性蒸気が爆発範囲内の濃度になっている怖れがある場所で携帯電話を使用

した場合、この携帯電話が火源となって可燃性蒸気が着火するか否かについて、臨君することを目的と

して期包した。この結果、携帯電話からの発信実験924回、着信実験800回、バッテリ一着脱実験を4000

回行ったが、いすサ1も爆発は発生しなかった。

1 はじめに

蹴丘、ガソリ ンスタンドでの携帯屯話使用の是非につ

いて、マスコミを始め、インターネットでも様々な;ゐ論

が繰り広げられ、都民に不安を与えている。これらに関

する研究・実験は、以前当研究所において、消防隊の使

用する各種携帯無綿機器での都市ガス、 LPガスへの着

火j包倹について行われているのみで、ガソリンによる爆

発混合気中での携帯電話使用に関する1百倹性の実証は行
われていない。 ilこれらの状況を背景に当庁危換物課か

らの欝青に基づき実施した。

2 実肢の設定条件

4メーカ6機種の携帯電話器を使用し、以下の条件で

可燃性蒸気か着火するか否かを確認した。

([) 条件l 可燃性蒸気の作成

ガソリンの最小着火エネルギーo.2 [mJ] 2)に愚も近く、
かつ濃度設定が容易であることから、メタノール(最小

着火エネルギーO.215 [mJ] 3)) を選定し、リボンヒー

ターで杭熱して、早期の蒸発を図った。

(2) 条件2 携帯電話の使用状況

次の三項目を想定した。

①発信時(屯源投入を含む) 一 実験l

②着信時 U¥'イプレター作動を含む)一実験2

③バッテリ一着脱舟 一 実験3

3 実感に使用した携帯電話

実験に使用した携帯電話の電圧、バッテリ一容量等は
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表-1のとおり。(写真一l参照)

表-1 実験に使用した携帯苦言の一覧表

電話 製 造 竜圧・パッァリ一容 製造年月

機 会社 量

No. 1 Aキ土 3.6 V 600口由h 95年9月

No.2 闘士 3.6 V 1600mAh 95年8月

No.3 C干土 3.6 V 600町凶h 95年6月

No.4 凶土 3.6 V 580mAh 99年2月

No.5 日土 3.6 V 550mAh 96年8月

No.6 D社 3.6 V 600町凶h 99年1月

写真1 実験に使用した携帯露首
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4 実験に使用した犠器

(1) 電源語長用ドラム

30m 1 5A 

(2) ヒーター用スライダック

Tα<YG-RIKOSHA TYPE RSD5A VAP. 5CめVA50/的十Iz

INPlJT 1∞V OIJTPl可G-130V MAX 5A 
aR. No. 削6296
(3) ファン用スライダック

Y地仏81S1ELECTRIC Co.Ltd. 

lOOV/0-130V lOA 

TYPE S-130-!o 

(4) 点火装置用スライタ苧ツク

長野愛知電機株式会社製 型式 1 G-A 1 

周波数 50/60Hz 

一次官紅 100V 二次電圧 10kV 

容量280/210VA 二問抗 23/18mA  

二次判制接地時間定格連続番号 GI∞酬

の) リボンヒーター

100V100W 

5 実験装置等の概要

実験装慢の概要を函-1 に示しt~

(I) 本体(メタノー/レの爆発混合気を作成する環境、

(以下「容器」としづ。)

前面のみ観家用としてアクリノレ板 (@5聞)を使用し、

他の函は全て合板 (@19mm)でf特戎した。(国一1参

照)

なお、合板の内1ftl康面は、メタノーノWコ吸着閉止のた

め、全てアノレミ箔で被覆した。

{婦発放散ロ)

フロつ一
(混合気の規梓

簿発性液体問理器血

(メ )1/ -J!"等)

国-1 実験装置概要因

また、この容器の上部2箇所、背面l簡所にアルミ箔

を張って、爆発放散口を設けた。(表-2 参府

表-2 容器の寸法等

寸法[rm1]

一
可
制
一
明

幅削×奥行4回×高さ 450

380X 150 

380X245 

3∞X2∞ 

(2) 携帯寵舌の操作装置

税納で使用する携帯電話は、合板 (@5mm)によ

り固定した。

また、化学嘆験用のステンレスパイプ俳形 12mm  

rt)を適宜な長さに切り、これに長さ l側 mm(一市f¥

12∞mm)のカメラ用のレリーズを閤定し、携帯電話に
かかわる各種操作を密封されたj調伊村冶ら行った

なお、バッテリー着脱実験においては、携帯龍吉もこ

のステンレスノえイプで闘定した

(3) 爆発混合気

メタノーノレの最小着火エネルギ一時の濃度12%を

設定するため、メタノーノレ28mlをプラスチック製、ン

リンジで秤量し、容ま智司の蒸発皿に入品て、リボンヒー

ターで力朝礼、その蒸気を電動ファンで拡散させ、一定

濃度の爆発性混合気をイ宇治ïXしt~

電動ファンは、誘導型モーターのものを使用し、カり

この動作て婚発性器合支Lが爆発しなし、ことを確認、した。

携帯豊富話

透明アク1))レ彼
./ (f4[さ 51m1)

15~ 



(4) 強制着火装置

商用電源lOOVを、 トランスでlOkVに昇圧し、

容岩伊可の電極で放電させ、周囲の爆発性溌合気に着火さ

せるようにした。

なお、各実験終了時には、容岩納が爆発性溌合気であ

ることを確認するため、必ず本装置を用いての強制着火

を行ったG

6 実厳方法の概要

(1) 実験1 (発信時)

容品納に爆発性混合気を桐戎後、容紛トからレリーズ

樹乍を行って携帯富町コ電源を投入、容喜砂ト吋コ携帯電

話への発信操作を行い、その新言を確認した時点で、発

信時実験1固としむ

(2) 実験2 (着信時)

容器外の携帯電話から、容岩伊可の爆発性混合気中にあ

る携帯電話に発信し、パイプ機能の作動と、着信音の日烏

動を確認して、着信時の実験操作1固とした也

(3) 実験3 (バッテリー着脱時)

容喜納の爆発性混合気を作成後、容紛トからのレリーズ

操作により携帯電話背面のバッテリーの着脱を行い、携帯

電話の電源が切れてから、再度復旧させるまでを実験操作

l回としむ

表-3 燐帯電話に係る実験結果

7 実厳結果

実験結果は次表のとおりである。矧言実験は、 924回、

宥言実験は8∞回、バッテリー着脱実験は4，側回、計

5， 724回実施したが、いす""hも爆発は発生しなかった也

なお、この内 1，0∞回は最ノト着火エネルギーの最も低

い二硫化炭素 (0.015mJ)を使用し、バッテリ一着脱

実験を実施したが、同実験においても爆発は発生しなか

った也また、いずれの実験時にも、視認による火花の発

生は認められなかった

8 考察

ガソリンの着火エネルギーに近いメタノールを使用し

た携帯寵者の着火実験におし、て、爆発の発生はなく、又

実験時、視認による火花の発生は認められなかった。

さらに、最小着火エネルギーが 0.015G吋]とー桁少

ない二硫化炭素中で、のノ《ッテリー着脱実験でも、混合気

は着火しなかった也

以上の実験結果から通常の携帯電話の使用では、爆

発性混合気は着火しないと考えられる。

電話機 実験l(発信) 実験2(着信) 実験 3 (パッァリー着脱)

ー回数 _1結果 回数 i結果 回 数 l結
No. 1 2∞ ;不爆 2∞ .不爆

No. 2 2∞ :不爆 2∞ .不爆 10∞ 不爆

* lα)() 不爆

No.3 1α)() 不爆

NO.4 134 :不爆 l∞ ;不爆

No白 5 lω ;不爆 2∞ :不爆 1000 不爆

NO.6 2∞ j不爆 l∞ .不爆

計 924 8∞ 4，α)() 

注1実験回数の差異は、携帯電話内ノ勺テリーの継続時間の差によるもの。

注2 表中、*は二硫化炭素の爆発混合気中での実験結果。

9 おわりに

安全に絶対は無く、 また一般に災害は様々な要素が重な

り合って発生するものであり、本研究結果から即、全ての

携帯電話をし、かなる条件の下で使用しても安全だという

結論を導くことには無理がある。しかしながら、現在一般

的に広く使用されてしも携帯電苦を、通常の状態で使用す

る限りにおいては、爆発溌合気が着火する可能性は極めて

低いと言えることから、徒に不安感を抱くことなく、また

安易に油断することなく、各種事故防止を念碩においての

使用自粛が望ましい。
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STUDY OF CELLULAR PHONE AS AN IGNITION SOURCE 

Syouiti IWASAWAヘYoshinoriSHIOKAWAぺJunISHlKAWA** 

Abstract 

We practiced experiments using cellular phon自sto identify their ignition 

possibility in f1ammabl世 gasmixture. 

The result is昌sfollows 

1 We made outgoing phone calls 924 times with a cellular phone in the fl昌mmablemixture of methyl 

alcohol vapor and air. 

2 We took incoming phone calls 800 times with a cellular phone in the flammable mixtu問 ofmethyl 

alcohol vapor and air阻

3 We removed and remounted a cellular phone b昌ttery3，000 times in the fl昌mmabl自 mixtureof m日thyl

alcohol v昌porand呂ir，and 1，000 times in the flammable mixture of carbon disulfide v昌por昌ndair. 

In all cas自sabov自， no explosions occurred. 

* Fire Investigation Section * * Second L昌boratory
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